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Previously natural product biosynthetic study mainly focuses on plant, fungi, and bacteria, 

because they are considered as major producer of the natural products. We analyzed here a 
natural product biosynthetic enzyme encoded by the gene of the giant virus, Orpheovirus 
IHUMI-LCC2, (OILTS). We analyzed the structure of its product using the crystalline sponge 
method and determine the structure of the enzyme itself using the X-ray crystallography.  

As a result of them, we revealed that this enzyme works as terpene synthase transforming 
farnesyl diphosphate into (+)-germacrene D-4-ol and found that it exhibited a characteristic 
structure in comparison with other terpene cyclases. 
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天然物の主要な生産者としては、植物・カビ・バクテリアなどがよく知られており、

これまでの二次代謝酵素に関する研究もこれらの生産種に対して行われてきた。一方、

ウイルスは一般に天然物の生産者と考えられておらず、二次代謝酵素に関する研究も

ほとんど行われていない。本研究では、Orpheovirus IHUMI-LCC2 と呼ばれるウイル

スのゲノム中に存在する二次代謝酵素遺伝子に着目し、機能解析と構造解析を行った。 
In vitro における酵素反応を行った後に GC-MS による解析を行ったところ、解析対

象となった酵素は、farnesyl diphosphate を基質とし、1 つの酵素産物を与えることが

明らかとなった。さらに、その酵素産物の構造解析を結晶スポンジ法にて行った結果、

本酵素は、(+)-germacrene D-4-ol を生合成するテルペン合成酵素であると判明した。 
また、タンパク質 X 線結晶構造解析の結果、本酵素は、既知のテルペン合成酵素と

比較して、構造的な特徴があると明らかになったため、このことについても報告する。 
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